ここでは高級言語のプログラミング（いわゆる一般のプログラミング）を解説します。解説と入っても実際に読んでみる方が分かりやすいので八十八夜問題と、二分法による平方根を求めるプログラミングとを取り上げます。
八十八夜問題

まずは八十八夜問題のプログラミング（厳密にはプログラミングではなく、もう少しプログラミング言語をわかりやすくしてあります。）を下に示します。八十八夜問題とは2月4日から数えて88日目（87日後）は何月何日かを求める問題です。これを求めるためにある日付を仮定してそれが存在するかをまず考えます。たとえば2月91日という日付を仮定するとこれは誤りです。なぜなら2月には28日しかないからです。以下実際にプログラムを見てみましょう。　
int r; //残りの日数　（int rとは、rが整数であるということです）
        r=4+87;

        if(r>28){ 注；28とは2月の日数です}
          then  r=r-28;

            if(r> 31){ 31=3月の日数}
              then  r=r-31;

                if(r>30){ 30=4月の日数}
                  then  r=r-30;

                    if(r>31){ 31=5月の日数}
              　　　  then {6月以降の処理}

else {5月r日と表示}

　　　　　　　　　　endif
                　else {4月r日と表示}

                  endif
　　　　　　　else {3月r日と表示}
              endif
　　　　else {2月r日と表示}
        endif
ここでまず注目してもらいたいのは行の開始場所です。分かりやすいのでelseに注目してください。どのelseの上にも必ずifがあります。逆に言えばどのifの下にもelseがあります。またifの右には条件が書いてあります。これはこういうことです。右の条件が満たされるならばifの下のプログラムを実行し、満たされないならばその下のelseのプログラムを実行します。つまりifとelseは一心同体です。ちなみにendifとはifの範囲を示します。
if ｛条件｝

　then ｛条件が成立した場合に行う処理｝

else  ｛条件が成立しない場合に行う処理｝

endif

といった具合です。Ifの下にelseを書き、さらにその下にendifをかきます。thenは少し右にずらして書くために上のようにいびつな形になるわけです。（ただしこの入れ子構造のような形式は自分がプログラムの推移を追いかけやすいという特徴があります。）必要な知識はこれだけなので早速プログラムを読んでみましょう。最初の以下のような分岐です。
r=4+87;

        if(r>28){ //28=2月の日数

          then  r=r-28;

　　　　 else {2月r日と表示}
　　　　 endif
上下にとても離れていて見づらいのですが、確かにこうなっていることを確認してみてください。最初のIfの下をずっと見ていくとelse{2月r日と表示}があるはずです。これはまず2月91日を仮定しそれが28日に収まっているかをみているわけです（人間からみれば結果は明らかなのですが…）。収まっていなければr(ここでは91)から28を引いて次のプログラムに渡します（ここでは次のプログラムは書いていませんが上の全体を見てください）。もし仮に収まっていれば2月r日(勿論今回はr=91なので違います)と表示されるわけです。
以下全く同じ作業なので辿ってみてください。これは87日後を求めるプログラムなので6月以降の処理は省略してありますがもっと後の日を求めたい場合は勿論6月以降の処理も必要です。

二分法
まずは二分法のプログラミングを下に示します。これはある数x（ただしx＞1）の平方根をδの精度で求める方法です。（ページがまたがると見づらいので次のページに書きます）
　　　
a ← 0

      b ← x
　　　while b－a＞δdo

          c ← (a+b)/2

          if c2(注2乗です)＞x 
then b ← c 
else a ← c 
endif
      done

      return a

ここでは新しい決まりが出てきました。while, do, doneです。whileとは右の条件が成り立つ限りずっと同じ作業を繰り返すことを示します。この問題ではb－a＞δが成り立っている限り作業を続けます。そしてその条件が満たされなくなったときはdone、終了です。
　　　　　while {条件} do

            繰り返し実行する処理

　　　　　done

という具合です。これもif, else, endifと同じように縦に見なければなりません。whileの下にdoneを書いて実行する処理は少し右にずらして書きます。returnはとりあえず後回しで早速プログラムを読んでいきましょう。
a ← 0

      b ← 0

プログラミングをやったことがない人にはわかりにくいのですが変数はいきなり与えられます。この場合は変数aとbが与えられたということを意味します。そして←はその変数に代入する数を示します。（この場合はaに0、bにはx）
注；ページがまたがるのを防ぐ為に次のページに次のプログラムを書きました。

while b－a＞δdo

          c ← (a+b)/2

          if c2(注2乗です)＞x 

then b ← c 

else a ← c 

endif

      done

　

ここでδを十分に小さい定数とするとb－aがδより小さくなることはなかなかありません。よってwhileによってある処理が繰り返し行われます。ある処理というのは以下のものです。新たにcという変数を取り、そのcにaとbの中間の値を代入します。cの二乗がxよりも大きければcの値を今度はbに代入します。cの二乗がxよりも小さければcの値をaに代入します。こうしてまたb－aを評価してδ以上ならまた同じ作業です。何回か繰り返し遂にδ以下になったら作業終了です。これでなぜxの平方根の近似値がでるかは数学の分野なので簡単な説明で済ませます。
　この方法でaとbを定めると常にa＜√x＜bです。しかしaとbの中点が新たなa、もしくはbになるためbとaはどんどんと回を重ねるごとに近づき、極限を考えればaとbは同じ値になります。その値は√xになることは直感的に明らかでしょう。
